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１　単元名

　　３章　図形と計量　　２節　三角比と図形の計量　　３　三角比の面積

２　単元について

　　中学校で学習した図形の基本的な性質を踏まえて三角比を導入し，その応用を扱う。

　　①　三角比としてのタンジェント，サイン，コサインの意味を理解させ，直角三角形の辺と角の間の基本的な関係

　　　を使えるようにする。

　　②　直角三角形の辺の比と角の関係として導入した三角比を，角が鈍角あるいは の場合まで拡張し，

　　　三角比相互の基本的関係を利用できるようにする。

　　③　一般の三角形の辺と角との間に成立する正弦定理，余弦定理および三角形の面積を求める公式を導き，それら

　　　を活用できるようにする。

　　④　平面図形や空間図形における線分の長さ，角の大きさ等の計算に，三角比を利用することのよさを実感できる

　　　ようにする。

３　生徒の実態

　　　明るく元気な生徒が多いクラスである。数学について苦手意識をもつ生徒が多く，すぐに諦めてしまう傾向が

　　あったが，２学期より話し合いを中心にした授業にしたところ少しずつではあるが取り組もうという姿勢がでてき

　　たように感じる。

４　単元全体で育成したい資質 能力

　　　本校では校訓をもとに「松陽プライド～９つの力～」と題して，生徒につけさせたい９つの資質能力を策定中で

　　ある。中でも自ら解答を作りだす【自奏力】，対話を通して他者と協力し一つのことを成し遂げる【連携力】，達

　　成感の積み重ねから自信を持ち表現する【自彩力】を身につけさせたい。

５　単元の指導計画

　　３章　図形と計量

　　　２節　三角比と図形の計量

　　　　１　正弦定理（２ｈ）

　　　　２　余弦定理（２ｈ）

　　　　３　三角形の面積（２ｈ） 本時　１ｈ／２ｈ

６　単元の評価規準

　　 三角形の面積の公式を理解し，面積を求めることができる。【知識 理解】

　　 状況に応じて正弦定理 余弦定理を活用し，三角形の面積を求めることができる。【数学的な技能】



７　本時の展開

導

入

既習範囲の公式の確認

　 の三角比の値

　 正弦定理

　 余弦定理

　互いに発問させる。そのあと

　全員に確認する。

三角形の面積の公式を既習範囲から導かせる。

　 底辺 高さ

例 を参考に練習 を解かせる。

　練習 　次の△ の面積 を求めよ。

　　 　　　

　　　　　 ･ ･ ･

　　　　　 ･ ･ ･

練習 を解かせる。

　練習 　 辺の長さが次のような△ の面積 を求めよ。

　　 　　　　

　　　　　
･･

　　　　　　　

　　　　　　　 ･ ･ ･

　　　　　
･･

　　　　　　　

　　　　　　　 ･ ･ ･

　△ を抜き出し，

　　　

　を導く。

　図をイメージすることで立式

　できることを伝え，必ず図を書

　くように指示する。

　達成度を確認し，話合い活動

　でお互いに理解できるように導

　く。

　図をイメージさせる。

　教科書を見ずに，既習事項を

　用いて解法を考えさせる。

展

開

ま

と

め

　公式を状況に応じて使い分けると，辺の長さや角の大きさ，

　面積を求められるようになることを確認する。

　　

主な学習内容 深い思考や理解を促す工夫


